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研究成果概要 
本課題はこれまで立教大学で進めてきた近距離での万有引力の法則の検証実験を、神岡

の地下環境に移設した際の到達精度の評価を主目的として開始された。前年度に現場の

振動環境を加速度センサーを用いて調査を行った。それをうけて本年度は、加速度セン

サーに加えて、本番の重力実験で使用するワイヤーカンチレバーを実際に設置し、その

振動レベルを実測する事に成功した。 
本年度は、現在の観測機である Newton-V の感度を向上させた結果、変位計の分解能の

10 倍程度、機械振動が効いている事をはっきりさせた。それを受けて、神岡以外でもワ

イヤーカンチレバーの振動レベルの測定を行い、池袋、神岡の他、松代、横須賀の各地

下環境のデータを得た。 
結果はまだ確定はしていないが、池袋や横須賀に比して松代、神岡は現在測定している

1 Hz 付近において、1 桁の抑制が可能である事が判明した。直接の振動レベルに比べて

改善幅が小さいのは、音響環境のせいであると推測している。特に、神岡の CLIO にお

いては騒音の問題が深刻である可能性があり、今のところ、松代が最適である様に思わ

れる。いずれにせよ、池袋からの移設により 1 桁の感度向上が見込まれる事から、次年

度は実際の移設に向けた機器整備を行う予定である。 
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